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ジャワ作戦に向かう日本軍の精鋭ほ，

昭和17年 2月11日の紀元節を仏印のカ

ムラ湾の艦上で迎えた。



ジャワ品上陸作戦のひとこま。自動車部認の敵前上陸である。

小野佐世男（故）、横山隆一両画伯による没画風な壁画。

西部ジャワ、セラソ市のもの。 ＂アジア民族よ、ひとつ

になれ” のスローカツが大田されている。

侯制が施行された虹後、スラカルク侯が今村町令官を訪

問した。左より、町田立伝班長、三好領市、岡鯰参謀長、

一人おいて今村Hj令官、林軍政顧問、スラカルク侯、中

山総務部長、藤井企画諜長。



ジャワ軍政の立役名、今村均中将とジャワの子供たち。

当時、若き独立の志士であったスカルノ氏と只民たちが談笑している。

ジャワ品上陸をふくむ東印度作戦の戦死名を弔う慰匹

祭。壇上の供物に罐詰が多く見られる。



昭和30年末、ありし日のスカルノ氏とハック氏。

昭和51年、スバルジ ョ氏が来日、記念講演会がおこなわ

れた。氏を迎える前田元海軍少将。

軍政監部前の広めにて。右はし、烈帽がスカルノ氏。

左へ山本総務部長、野村企画諜長。
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